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ステットカー委員長 

 

我々の研究計画をレビューして頂く中でのやりとり、および委員会から示され

た知見に感謝申し上げる。原子力リスク研究センター（NRRC）による地震研究

の以下の 2 領域に対する TAC の提言について、以下の通り回答する。  

  

1. SSHAC 手法の適用 

NRRC は、PSHA ガイダンス案を作成する上で、また適用基準に基づき地域ベー

スアプローチによる国内 PSHA 再評価計画を策定する上で、サイト特性および

サイト応答が重要であることを考慮に入れていく。 

  

2. 配管系のフラジリティ研究 

NRRC は、疲労度に焦点を当てた配管系のフラジリティ評価に関する研究を実

施中である。（対象配管の）明確な選定方法はまだ確立していないものの、過去

の地震 PRA 結果における影響度を踏まえ、冷却材喪失事故（LOCA）関連の配

管系について評価を実施する予定である。頂戴したコメントに基づき、研究対象

となる配管系の選定および調査基準の明確化に向けて努力していく。これらの

結果がスクリーニング基準（現在の選定方法）の改定に寄与することを期待して

いる。 

  



3. 今後の議論 

NRRC は、適時、TAC 会合において研究開発の進捗状況について議論していく。 
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